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学
　
術

太
陽
光
発
電
事
業
の
課
題

第
14
回
英
弘
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日独シンポジウム

地方創生のチャンスとしての温暖化対策
～日本とドイツにおける再生可能エネルギー～

「
住
民
参
加
」と「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

の
両
輪
で
進
め
る
エ
ネ
事
業

パナソニック

日
射
計
な
ど
太
陽
光
関
連
測
定
機
器
の
製
造
・
販
売
で
知

ら
れ
る
英
弘
精
機
は
こ
の
ほ
ど
、「
太
陽
光
発
電
事
業
の
課

題
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
都
内
ホ
ー
ル
で
開
催
し

た
。
当
日
は
、
メ
ー
カ
ー
・
販
売
施
工
会
社
・
各
種
研
究
機

関
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
会
社
な
ど
か
ら
約
１
５
０
名
が

参
加
。
講
演
者
に
は
、
東
京
工
業
大
学
の
柏
木
孝
夫
氏
な
ど

再
エ
ネ
界
の
キ
ー
パ
ソ
ン
が
名
を
連
ね
、
業
界
関
係
者
の
熱

い
注
目
を
集
め
た
。

以
下
、
登
壇
者
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
内
容
を
抄
録
す
る
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

柏
木
孝
夫
氏
（
東
京
工
業
大

学
特
命
教
授
・
名
誉
教
授
、

先
進
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究

セ
ン
タ
ー
長
）
▼

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の

向
上
（
現
状
６
％
→
25
％
）、

②
電
力
コ
ス
ト
の
抑
制
、
③

二
酸
化
酸
素
の
削
減
を
併
せ

た
施
策
に
つ
い
て
講
演
。
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
最

新
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
二
酸

化
炭
素
25
％
の
削
減
目
標
達

成
は
容
易
で
な
い
と
は
し
つ

つ
も
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
」
を
講
じ
る
こ
と
で
可

能
に
な
る
と
説
明
。
原
子
力

に
代
わ
る
電
力
と
し
て
、
水

力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
地
熱
を

活
用
す
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ

ッ
ク
ス
」
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
１
・
７

力
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
、「
遅
く
大
き
な
変
動
」

に
は
大
容
量
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池

で
対
応
。
電
力
小
売
完
全
自

由
化
に
際
し
て
は
、
電
話
会

社
の
自
衛
網
や
キ
ャ
リ
ア

網
、
無
線
を
通
じ
て
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
30
分
ご

と
の
自
動
計
測
が
必
要
に
な

る
と
し
た
。

「
太
陽
光
発
電
の
現
状
と
課

題
～
市
民
の
目
線
と
地
域
力

の
観
点
か
ら
～
」

都
筑
建
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

太
陽
光
発
電
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
理
事
）
▼

住
宅
向
け
太
陽
光
発
電
設

備
に
つ
い
て
、
導
入
の
経

緯
・
理
由
な
ど
を
問
う
意
識

調
査
の
結
果
を
取
り
上
げ
、

そ
の
安
全
性
や
継
続
性
を
担

保
す
る
予
防
措
置
の
必
要
性

を
訴
え
た
。
パ
ネ
ル
や
設
備

の
メ
ー
カ
ー
を
問
わ
ず
に
取

り
換
え
を
可
能
に
す
る
た
め

の
標
準
化
や
リ
ユ
ー
ス
な
ど

に
も
言
及
。
所
有
権
・
意
思

決
定
・
便
益
分
配
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
と
ど
め
、
地
域
力

の
向
上
に
寄
与
す
る
市
民
の

た
め
の
発
電
設
備
と
い
う
あ

り
方
を
提
示
し
た
。

「
Ｅ
Ｋ
Ｏ･

あ
み
ソ
ー
ラ
ー
パ

ー
ク
の
運
用
状
況
」

添
義
彦
氏
（
英
弘
精
機

環

境
機
器
事
業
部
）
▼

２
０
１
３
年
３
月
よ
り
運

用
し
て
い
る
「
Ｅ
Ｋ
Ｏ･

あ

み
ソ
ー
ラ
ー
パ
ー
ク
」
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
得
ら
れ
た
知

見
を
紹
介
。
初
期
劣
化
や
受

光
面
の
汚
れ
等
に
よ
り
最
初

の
１
～
２
年
で
も
や
や
大
き

な
発
電
量
の
低
下
が
生
じ
る

が
、
一
方
で
施
工
ル
ー
ル
に

準
拠
し
て
設
置
さ
れ
た
設
備

は
稼
働
後
も
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
な
く
稼
働
し
て
い
る
状
況

に
つ
い
て
、
ま
た
定
期
的
な

Ｉ
Ｖ
計
測
に
よ
り
太
陽
電
池

の
性
能
変
化
を
定
量
的
に
把

握
・
管
理
す
る
重
要
性
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

「
太
陽
光
発
電
の
大
量
導
入

を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
技
術
開

発
と
大
量
更
新
時
代
に
向
け

た
課
題
」

植
田
譲
氏
（
東
京
理
科
大
学

工
学
部
第
一
部
電
気
工
学
科

講
師
）
▼

太
陽
光
発
電
の
特
性
評
価

の
た
め
の
指
標
、
さ
ま
ざ
ま

な
不
具
合
と
そ
の
検
出
の
た

め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス

テ
ム
開
発
に
つ
い
て
解
説
。

大
量
に
導
入
さ
れ
た
太
陽
光

発
電
施
設
が
一
気
に
故
障
・

事
故
を
起
こ
し
廃
棄
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
設
置
後

に
安
定
稼
働
可
能
な
期
間
を

過
ぎ
た
設
備
に
つ
い
て
は
撤

去
・
更
新
を
促
す
シ
ス
テ
ム

が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
ま

た
、
不
適
切
な
設
計
に
よ
り

損
害
を
生
じ
た
発
電
設
備

が
、
適
切
に
設
計
さ
れ
た
設

備
と
同
様
に
保
険
金
を
受
領

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
正

当
な
調
査
を
実
施
で
き
る
評

東工大・柏木孝夫氏

討議では、エネルギーを超え両国の政治的・文化的背景にまで
議論が深まる一幕も

こ
の
10
月
、
ド
イ
ツ
大
使
館
と
ド
イ
ツ
日
本
研
究
所
（
Ｄ
Ｉ

Ｊ

：

東
京
都
千
代
田
区
）
の
主
催
で
、
ド
イ
ツ
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
た
。

紹
介
さ
れ
た
の
は
特
に
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み

だ
。
ド
イ
ツ
で
は
２
０
１
４
年
の
段
階
で
全
電
源
に
占
め
る
再

エ
ネ
の
割
合
が
26
％
を
超
え
て
お
り
、
今
後
も
そ
の
割
合
を
増

や
し
て
ゆ
く
国
と
し
て
の
方
針
を
持
つ
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、

自
治
体
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
に
合
っ
た
再
エ
ネ
事
業
を
展
開
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

実
際
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
首
長
も
２
名
招
か
れ
た
。

今
回
は
こ
の
お
二
人
に
注
目
し
て
み
た
い
。

バ
イ
エ
ル
ン
州
レ
ッ
テ
ン
バ

ッ
ハ
村

元
村
長

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ィ
シ
ャ

ー
氏レ

ッ
テ
ン
バ
ッ
ハ

村
は
か
つ
て
近
隣
の

自
治
体
と
合
併
し
た

も
の
の
、
フ
ィ
シ
ャ

ー
氏
の
も
と
で
再
独

立
を
果
た
し
た
と
い

う
歴
史
を
持
つ
。
同

氏
の
強
力
な
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
感
じ
ら

れ
る
。

「
太
陽
の
村
」
の

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
の
と

お
り
、
レ
ッ
テ
ン
バ

ッ
ハ
村
は
太
陽
光
発
電
に
各

種
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
提
供

し
促
進
し
て
い
る
。
バ
イ
オ

う
。
再
エ
ネ
は
促
進
す
る

が
、「
１
０
０
％
再
エ
ネ
」

に
は
こ
だ
わ
り
す
ぎ
ず

に
、「
自
分
た
ち
の
近
く

で
で
き
る
燃
料
」（
フ
ィ

シ
ャ
ー
氏
）
を
積
極
的

に
活
用
す
る
。
結
果
、

地
域
内
需
要
の
約
２
倍

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
出

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

村
で
発
行
さ
れ
て
い

る
地
域
通
貨
も
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
生
産
か
ら
消
費

ま
で
の
「
地
産
地
消

率
」
を
高
め
て
い
る
要

素
だ
。

バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ェ
ル
テ
ン
ベ

ル
ク
州
ザ
ン
ク
ト
・
ペ
ー
タ

ー
村

村
長

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
ー
ラ
ー
氏

ド
イ
ツ
南
西
部
の
、
ス
イ

ス
、

フ

ラ

ン

ス
の
国
境
に

ほ
ど
近
い
サ

ン
ク
ト
ペ
ー

タ

ー

村
。

太

陽

光
（

電

力

供
給
量
１
１

８
万
㌗
時
）、

太

陽

熱
（

熱

供
給
量
４
万

㌗
時
）、
水
力

（
電
力
供
給
量

40
万
㌗
時
）、
風
力
（
電
力

設
置
世
帯
で
の
電
力
自
家

消
費
の
拡
大
を
見
越
し
、
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
太
陽
電
池
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
、

パ
ワ
コ
ン
に
よ
る
創
蓄
連
携

シ
ス
テ
ム
自
社
開
発
に
注
力

し
て
い
る
。

太
陽
電
池
・
蓄
電
池
の
両

方
に
１
台
で
対
応
で
き
る

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
パ
ワ
コ

ン
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
持
つ

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
。
パ
ワ
コ
ン

リポー
ト

シンポジ
ウム

リポート
シンポジウム

価
機
関
が
必
要
で
あ
る
と
問

題
提
議
し
た
。

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
診

断
」

前
川
俊
哉
氏
（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
テ
ク

ノ
リ
サ
ー
チ

ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
本
部

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

計
測
診
断
チ
ー
ム
）
▼

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
お
け
る

パ
ネ
ル
診
断
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
計
測
単
位
を
パ
ワ
コ

ン
、
ス
ト
リ
ン
グ
、
パ
ネ
ル

と
し
た
場
合
の
監
視
・
診
断

と
不
具
合
の
検
出
に
つ
い
て

説
明
。
不
具
合
パ
ネ
ル
を
特

定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
同
社
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
出
張
診
断
サ
ー
ビ
ス

「
ぱ
ね
る
み
え
太
」
な
ど
、

関
連
技
術
を
紹
介
し
た
。

供
給
量
１
８
４
０
万
㌗
時
）、

そ
し
て
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヴ
ァ

ル
ト
（「
黒
い
森
」）
の
村
ら

し
く
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
（
年

間
熱
供
給
量
約
１
万
㍋
㍗
時

＋
電
力
）
も
含
め
、
各
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

運
用
し
効
率
よ
く
電
熱
を
供

給
し
て
い
る
。
結
果
、
村
内

年
間
需
要
の
約
３
倍
（
２
１

０
０
万
㌗
時
）
の
電
力
が
村

で
生
産
さ
れ
て
い
る
。

村
独
自
で
地
域
に
暖
房
網

も
整
備
し
た
。
導
入
当
初
は

80
世
帯
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
今

は
２
２
０
世
帯
が
こ
の
暖
房

網
に
接
続
さ
れ
て
い
る
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消

す
れ
ば
地
域
な
ら
で
は
の
価

値
を
創
造
で
き
ま
す
」
と
、

シ
ュ
ー
ラ
ー
氏
強
調
す
る
。

◆

◆

◆

◆

２
名
・
２
村
の
両
方
か

ら
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
存

在
の
大
き
さ
が
感
じ
取
れ

た
。
特
に
地
方
で
は
林
業
へ

の
経
済
波
及
効
果
は
見
逃
せ

な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
林
業

双
方
で
新
規
雇
用
も
発
生

し
、
地
域
の
活
性
化
へ
と
つ

な
げ
て
い
る
模
様
だ
。

◆

◆

◆

◆

一
方
、
彼
ら
首
長
経
験
者

の
話
を
聞
く
と
ど
う
し
て
も

彼
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

際
立
っ
て
見
え
る
。
し
か
し

そ
の
当
の
首
長
た
ち
が
「
住

民
参
加
」
の
重
要
性
を
強
調

し
て
い
る
。
今
後
は
す
べ
て

の
住
民
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
と
し
て
捉
え
、
一
体
的
に

参
加
で
き
る
制
度
設
計
が
、

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に

も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

マ
ス
発
電
も
盛
ん
で
、
ガ
ス

化
利
用
、
コ
ジ
ェ
ネ
に
よ
る

電
熱
供
給
を
行
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
村
で
は
リ
ソ
ー
ス

の
豊
富
な
菜
種
油
発
電
や
薪

の
電
熱
利
用
も
併
せ
て
行

エネルギーは「自分たち
に身近な燃料」も基準に鍵は「リーダーシップ

・透明性・市民参加」

置
く
こ
と
が
で
き
る
と
の
見

通
し
を
示
し
た
。

「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
・
ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
に
対
す
る
取

組
み
」

小
島
康
弘
氏
（
三
菱
電
機

電
力
・
産
業
シ
ス
テ
ム
事
業

本
部

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
技
術
部
）
▼

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
や
電
力
自
由
化
の
進
展

で
直
面
す
る
課
題
と
し
て
、

周
波
数
や
配
電
系
統
電
圧
の

変
動
や
電
力
の
過
不
足
を
挙

げ
、
同
社
で
実
証
を
進
め
る

離
島
向
け
の
系
統
用
蓄
電
シ

ス
テ
ム
の
活
用
、
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
に
よ
る
デ
ー
タ
収

集
・
活
用
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。
太
陽
光
や
風
力
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生

じ
る
「
速
く
小
さ
な
変
動
」

に
対
し
て
は
小
容
量
・
大
出

％
の
伸
び
を

維

持

し

つ

つ
、
９
・
７

兆
円
の
燃
料

費
を
２
０
３

０

年

で

も

９
・
５
兆
円

程
度
に
据
え


